
茶

米

就

成

生

、、

の

て

大
原
農
業
研
究
所

岡

村

保

一
、
結

官

• 

避
に
茶
米
さ
掃
す
る
以
来
の
牧
櫨
嘗
初
よ
り
既
に
毘
出
さ
る
る
晶
画
の
褐
色
を
回
読
せ
る
玄
米
粒
令
噌
す
も
の
に
し

t
之
れ
が
特
性
憾
の
上
じ

於
り
る
分
布
及
成
因
め
一
一
端
に
批
舎
て
は
既
に
農
穆
曾
報
保
二
八
じ
蛾
に
詳
細
報
告
せ
し
所
な
り
。
著
者
は
前
報
告
じ
於

τ茶
来
の
成
因
に

つ
き

τは
豊
熟
す
れ
ば
護
降
歳
々
帯
失
し
て
白
色
米
さ
な
る
べ
き
来
性
が
生
育
め
中
盤
に
於
て
障
害
令
雌
怒
っ

τ揚
め
に
十
分
に
克
貸
せ
歩
且

つ
灘
締
擦
が
聾
化
し
て
褐
色
ま
な
の
て
米
令
響
色
せ
し
に
よ
る
な
h
p
。
而
し
て
其
陣
害

S
Uる
べ
き
は
薗
嘗
に
よ
る
金
主
な
り
さ
ず
。
例
ヘ

ば
胡
麻
棄
枯
摘
に
鳴
り
た
る
靭
米
は
割
問
色
に
し
て
其
米
は
茶
米
な
る
が
切
し
。
叉
開
花
じ
際
し
蔚
が
停
中
に
嬉
存
す
れ
ば
梓
は
褐
色
ざ
な
り

て
米
は
茶
米
さ
な
る
は
山
明
ら
か
な
る
事
責
な
り
。
之
れ
書
作
中
に
蟻
b
し
蔚
・
か
腐
敗
し
散
種
の
薗
に
使
さ
れ
存
及
来
h
侵
さ
れ
て
褐
色
巳
者
色

し
且
つ
生
宵
ち
血
寄
せ
ら
れ
て
茶
末
ざ
な
り
じ
も
の
な
る
べ
し
さ
。
其
後
務
者
は
茶
米
の
技
生
時
朗
‘
慎
徳
三
余
米
さ
の
聞
係
及
開
信
中
の

-降
悶
さ
茶
米
成
生
さ
に
就
き
て
研
究
せ
る
を
例
制
て
以
下
之
れ
を
値
め
て
其
慨
要
を
報
傍
せ
ん
さ
す
。

二
、
茶
米
の
成
生
時
期

末
胞
の
僅
宵
時
胡
さ
茶
米
成
生
さ
の
胸
M

怖
を
制
ら
ん
守
』
し
て
一
質
問
花
後
約
丘
日
目
慨
に
牧
樋
せ
し
紳
力
及
峰
町
ご
品
種
的
腕
米
約
一
ニ

O

。
。
杭
宛
G
就
き
調
べ
た
る
に
開
死
後
聞
も
無
き
枇
米
の
時
代
巳
於
て
も
既
じ
健
分
の
茶
米
を
見
開
花
後
日
政
t
q
経
る
じ
従
ひ
増
加
し
て
一

'
開
花
後
六

0
1七
O
日
目
迄
は
茶
米
を
組
、
ω
?生
じ
其
歓
を
滑
加
す
る
も
そ
れ
よ
り
後
は
最
早
や
生
守
る
事
録
き
が
飢
し
。
結
国
ホ
は
究
表

茶
米
の
虜
生
に
眠
い

τ

-

-

也
五



茶
米
の
成
生
に
聡
い
て

に
示
す
が
知
し
。

第
一
表

米
の
韓
宵
時
期
さ
茶
米
歩
合
(
V
N
)

I371寸lf
直竺|ごと|

三
、
懐

穂

則自己三日.4

一
七
六

茶
末
々
包
蔵
す
る
存
中
に
は
多
く
の
場
合
前
を
も
包
蔵
し
其
梓
は
暗
褐
色
を
議
す
る
も
の
な
り
。
梓
が
鵡
色
に
て
衡
を
句
合
せ
る
籾
米
・
ド

と

茶

米

• 

て
は
其
玄
米
の
九
四
・

-
v
m迄
も
茶
米
さ
な
れ
る
例
を
見
た
り
。
新
〈
の
如
く
茶
米
さ
存
の
褐
色
さ
蔚
の
存
在
さ
は
需
接

ω聞
係
あ
る
も
の

む
し
て
人
鼠
的
に
開
拓
直
後
蔚
を
停
中
に
投
入
す
る
か
成
は
強
い
て
惇
を
聞
か
し
め
歩
し
て
結
質
せ
し
む
れ
ば
必
ら

T
其
停
は
褐
色
さ
な
り

其
来
世
は
茶
米
さ
な
る
も
の
な
hv。
よ
ι
り
て
懐
穂
さ
茶
米
さ
の
闘
俸
を
見
ん
ざ
し
て
人
露
的
じ
懐
憶
を
作
り
て
茶
米
成
生
の
紙
況
L
T
調
貸
せ

り
。
出
穂
前
に
葉
鞘
上
を
細
き
糸
に

τ縛
じ
出
穂
に
無
理
そ
典
へ
て
開
花
じ
際
し
開
揮
を
不
飽
な
ら
し
む
る
時
は
、
穂

ω
一
部
は
葉
鞘
内
じ

τ不
間
帯
の
賦
憩
に
て
結
置
し
て
懐
穂
さ
な
り
又
-
部
は
策
鞘
外
に
暢
曲
し
て
不
完
全
な
が
ら
開
存
結
貸
せ
り
。
品
収
穫
後
梓
中
の
溺

ω存
否

揮
の
色
及
玄
米
の
色
等
を
調
ぺ
た
る
に
其
結
巣
は
吠
表
の
如
し
。

第
二
表

懐
砲
さ
外
憶
さ
の
籾
米
及
玄
米
の
施
帳
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前
去
一
い
よ
れ
ば
出
穂
前
に
障
害
を
加
ふ
れ
ば
極
め

τ多
獣
的
批
米
セ
生
?
。
而
し

τ結
賓
肢
に
て
は
懐
穂
さ
な
り
し
も
の
は
勿
論
議
特
外
に

出
で

h
館
賞
ゼ
じ
も
の
も
極
め
て
多
散
の
補
色
鶴
来
也
生
?
。
而
し

τ補
色
脱
米
に
は
蔚
的
残
存
せ
る
も
の
及
茶
米
さ
な
れ
る
も
の
極
め
て

多

L
e
貰
色
制
栄
ば
極
め
て
少
厳
じ

τ懐
穂
さ
な
れ
る
も
の
は
倒
れ
れ
富
闘
が
碕
存
し
た
れ
き
婆
翰
外
に
出
で
し
も
の
は
存
中
に
蔚
の
残
留
す

る
$
少

ιu究
組
問
憶
さ
外
曲
喝
さ
お
官
地
帳
ず
ゐ
に
懐
臆
じ
て
は
黄
色
親
米
々
生
?
る
事
出
較
怖
少
く
又
黄
色
刷
悼
米
の
舗
合
機
種
・
い
て
は
全
部
前

を
有
す
れ
き
外
砲
に
て
は
amセ
残
存
す
る
穆
少
し
。
久
俊
穂
・
ド

τは
比
較
的
に
白
色
米
少
し
。

新
〈
の
知
P

、
障
害
巳
よ
り
て
幽
電
か
跡
け
ら
る
h

時
は
結
賓
位
の
多
〈
は
禍
色
刷
米
さ
な
り

τ内
に
茶
米
ゐ
官
会
む
事
多
し
。

四
、
降
雨
(
人
工
)
と
茶
米

稲

ω開
花
中
の
降
摘
が
華
来

ω成
生

ι影
響
め
む
や
否
や
を
確
め
ん
さ
し

τ人
L
的
じ
噴
霧
獄
・
い
散
水
せ
し
援
似
降
雨
令
作

hvτ.ホ
ッ
ト

に
績
ゑ
た
る
開
花
制
中
の
稲
ぞ
時
間
令
定
め
て
其
幽
問
中
広
揖
@
た
り
。
街
帥
陣
回
附
刷
聞
は
十
日
閉
じ
し
て
降
雨
踊
間
前
に
既
じ
閥
花
せ
し
も
の

昆
隊
創
刷
聞
偉
じ
聞
報
ぜ
ん
a

ご
す
る
・
も
の
・
は
令
部
摘
去
し
た
れ
ば
調
発
せ
る
も
の
は
令
部
降
雨
試
睡
眠
中
に
開
花
川
歪
不
開
樺
蹴
雌
じ
て
館
賞

業
朱
の

a生
に
舵
い
て

-
七
省
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φ
司書
4え
堂
婦
t量廃-B・・
4
掴
v
。

伊
'
凶
Aト吋
ε
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揮
を
!
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掴
，
，
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4ξ
世
吋
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Aト
涯
〈
世
硯
建
怪
奇
以
掴
v
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i
伊賀ミ

{
ä
~
監
隆
司
求
S
嘗
~
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W
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ε
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ベ
J
ド
事
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霊
!
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l
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制
議
事
実
ε
、
告
さ
ふ
寵
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ヰ
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堤富持活字:¥6'革委

J
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織
川
端
麗
縦
走
さ
1
.
~
粍
S
eJ

憾
の
数
糠
米
の
色

諜
議
lF£
;
の
色

品
11
名

純
穏
米
|
縄
師
米
|
豪
雪
吟

米
|
茶
米
歩
乞

A
 
8
 

44
1i 

む
。
。

446 
む

U
 

B
 
7
 

18 
244 

93.l 
2.5
 
214 

48 
18.3 

神
カ
C
 
8
 

47~ 
36 

1.0 
0.7 

429 
86 

16.7 

D
 
8
 

487 
87 

15.2 
0.1 

43a 
141 

24.6 

E
 
8
 

1>2
 
417 

~1.1 
0.4 

312 
167 

34.9
 

F
 
8
 

1)70 
108 

15.9 
o.a 

531 
147 

2
1.7
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喜
一
g
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C
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一

同円拘亡のヨ〉

00 00 00 00 00 00 

必通，必

23Z2252云拍

c.伊
一

H
C
E
 

m
・∞
一

F
E
 

E
-K 

骨
叫

.b
一
D
M

一

2322zssze 

型客

Z要

前
表
よ

O
降
雨
さ
茶
米
さ
の
翻
係
は
突
の
姐
し
。

-↑
 

】
晶
・
A
a・】

M
.『
・
曲

帥
叫
・
M

M
0・団

無
し
。

A
.

稲
を
聞
記
制
中
は
勿
論
結
賞
後
も
硝
手
室
中
じ
置
く
時
は
褐
色
開
米
及
停
中
の
前

ω存
住
歩
合
極
め

τ少
〈
茶
米
は
全
〈
生
4
y
る
事

"
、
開
花
制
中
常
じ
降
雨
中
に
在
h

り
た
る
も
の
は
殆
ん
き
全
部
補
色
籾
米
さ
な
o
n
h多
〈
mw
前
を
包
有
す
。
而
し
て
結
貨
物
極
め
て
歩
く

究
結
官
町
じ
て
も
不
充
置
険
極
め

τ多
か
む
き
。
摘
し
て
結
賓
町
中
一
叫
乃
至
一
へ
%
の
茶
米
ぞ
生
じ
た
り
。

て
薬
米
彼
生
歩
合
少
し
。

c、
午
前
八
時
よ
り
正
午
迄
凶
時
間
降
雨
に
曾
ひ
た
る
も
の
は
褐
色
郡
米
六
乃
至
七
%
茶
来
六
乃
宅
一
七
%
に
し
て
他

ω試
職
甑
に
比
し

n.
正
午
よ
り
午
後
六
時
迄
六
障
問
降
爾
に
曾
ひ
た
る
も
の
は
褐
色
籾
栄
一
五
%
茶
米
-
八
乃
至
二
五
%
々
生
じ
た
り
。

最
も
多
〈
の
茶
米
ぞ
生

U
た
り
。

R
.
貰
午
ょ
の
哩
朝
午
前
へ
時
箆
廿
時
間
降
雨
に
曾
ひ
た
る
も
の
は
八
七
鉱
の
褐
色
籾
米
三
五
乃
苓
三
ヒ
%
の
茶
米
を
生
じ
全
試
睡
眠
市
問
中

茶
米
の
民
生
に
縫
い
て

-L也叱

v.
午
後
六
時
よ
h
午
前
へ
昨
迄
十
同
時
間
降
雨
に
合
ひ
た
る
も
の
は
九
乃
至
=
ハ
劣
の
補
色
栂
米
一
一
一
乃
至
ご
二
%
の
茶
米
を
生
じ
た



高
禄
血
m
胸
像
は
続
い
て

b
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次
に
同
縮
呆
a
h
v
一
自
の
降
剛
時
蘭
の
長
一
姐
さ
茶
米
成
生
歩
合
さ
の
聞
係
そ
切
ら
か
に
せ
ば
戎
衰
の
畑
唱
し
。

貨
期
間
嚢

】
感
占
守
的
降
捕
時
閣
の
長
泌
さ
茶
業
歩
魚
線
問
、
穂
町
の
平
地
醤
V

x 

割問時 むの〉 鰐 l

1引

国 l

-iT 1 
fう
苓 l

部
同"'" <:時p-柑.. 0>晶 e 認

血-司剛

都|
[lII 

賞

争襲
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ot 

一

潟町

争経

z加g-za- gGEEpS@ 回同 有島

，. ~ ~ .. ー. .ー... ..，… \、~
ot 

‘
山
銀
上

ω飢
4
じ

Lτ
降
雨
繊
薬
業
成
金
の
占
因
に
る
は
勿
論
其
時
間

ω長
舎
も
の
種
多
く
の
茶
米
そ
生
?
る
な
り
。
及
第
凶
表
に
示
す
が

知
t
躍
中
の
蔚
の
捜
存
は
降
雨
、
ド
曾
ひ
し
も
の
広
多

L
之
れ
不
開
花
結
質
せ
し
蝿
め
に
よ
る
本
hve
帽
し
て
降
雨
時
閉
め
長
舎
も
め
畠
蔚
の

残
存
は
多
か
る
べ
き
な
れ
き
叉
降
雨
の
時
期
-
h
も
大
い
に
闘
係
あ
る
も
の
L

却
し
。

鏑

要

一
、
悲

ι茶
米

ω成
生
時
期
、
隣
穂
さ
せ
余
米
さ
の
聞
係
及
開
花
中
の
降
雨
さ
華
来
的
成
生
さ

ω闘
係
ι恒
例
究
せ
hv。

二
A

茶
末
以
開
花
結
賞
後
聞
も
無
参
枇
米
)
臨
時
広
既
に
息
串

F
且
牧
師
し

t葉
後
嘩
宵
の
遁
ゃ
に
於
て
吹
篤
に
其
取
を
嶋
加
す
、

F

2
円 ‘:'z 



縄
開
花
街
依
宍

C
乃
霊
七
C
日
闘
の
完
熟
期
さ
な
れ
ば
最
早
や
生
相
る
事
無
し
。

一
一
一
、
出
相
時
期
に
鏡
理
を
奥
へ
て
惨
穂
さ
な
す
時
は
極
め
て
多
般
の
枇
米
命
生
じ
且
つ
総
質
せ
し
籾
米
ら
補
色
さ
な

0
τ
築
業
ぞ
生
4
y
る

.

極
め
て
多
レ
。

四
.
稲
は
圃
花
期
及
其
後
も
降
雨
に
脅
P
A
事
鎌
倉
時
以
褐
色
籾
米
及
益
米
お
官
降
車
?
る
事
無
け
れ
き
も
開
在
中
降
爾
に
曾
ふ
時
は
褐
色
榔
米
Ea

茶
来
診
生
歩
る
事
多
レ
。
葡
レ
て
除
淘
時
閣
の
長
舎
も
の
穂
茶
来
島
写
生
参
る
官

Zし。

第

部

農
郵
化
事
、
土
壌
肥
料
事
〉

一一

滋
度
合
γ
異
い
し
一
年
間
貯
繭
・
し
た
る
繭
質
の
痩
化

及
び
貯
繭
方
法
に
就
い
て郡

是
製
糸
研
究
所

新山岩

庄本岡

嘉孝末

吉三彦

製
糸
業
は
て
は
‘
康
料
開
係
争
東
経
膏
上
乾
繭
そ
一
定
期
間
少
〈
も
一
Eby月
&
h
v
一
宇
以
上
怜
箇
保
全
の
必
要
あ
り
て
.
此
貯
繭
中

E
a及
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